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図1：来日する前にどう日本語を勉強しましたか。

Pre-Departure Japanese Study Materials Report

出発前日本語教材報告


出発前日本語教材報告
会長　セラ・リネカー
第6ブロック代表　ブレンダ・マキニー
はじめに
この報告は出発前のすべてのJET参加者に提供される日本語教材について分析と評価をする物です。すべてのALTとSEAは「Japanese for JETs」をもらい、すべてのCIRは「Japanese for CIRs」をもらいます。この報告はこの資料の有用を評価し、これからの改定と宣伝について提案をします。AJETはJET参加者が日本語を学ぶ努力をすること、日常会話程度でも日本語能力があれば、JET参加者本人と回りの人の日常生活が楽になることを認めます。
方法
2008年9月29日～10月3日の間にインターネットでJET参加者のアンケートを実施しました。405人のJET参加者が回答し、全ての都道府県から1人以上の回答者がいました。回答者の90％はALT、8.9％はCIR、0.2％はSEAでした。
出発前の日本語の学習
回答者の91.7％は来日する前に日本語を勉強する必要があると思っていたと回答しました。しかし、実際に勉強したのは80.5％でした。来日する前の勉強方法について、最も多い回答は「別の学習本を購入し独学した」と「学校で専攻はしないが第２外国語等で学習した」でした。（図1参照）
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Japanese for JETsまたはJapanese for CIRsの使用
すべてのJET参加者がJapanese for JETsまたはJapanese for CIRs をもらいますが、回答者の52.5％は使わなかったと回答しました。Japanese for JETsまたはJapanese for CIRs を使った理由については、ほとんどの回答者が「たまたま与えられた教材だから」と回答し、「在外公館の面接員の薦め」と回答したのは5％以下でした。もし、来日する前に在外公館の職員がJET参加者にJapanese for JETsまたはJapanese for CIRs の活用を薦めれば、利用率が上がる可能性があると考えられます。
多くの回答者は役に立つかどうか分からなかったのにJapanese for JETsで学習したと回答しました。（図2と図3参照）Japanese for JETs が学習しにくいと回答した人もいました。その理由について、以下のコメントが投稿されました：
教材は簡単すぎると思う。学校関係の単語に興味があったけど、漢字で書いていないので、いら立たしかった。書類では漢字で書かれることが普通なので、教材にも漢字で書いた方がいいと思う。ほとんど全部ローマ字で書いてあるのがおかしいと思う。
最初は読めなくても、仮名に慣れるために、ローマ字と共に書いた方がいいと思う。
日本語の学習をするのに教材の構成は良くなかった。内容の順番が前後し、最初に基礎がうまく説明されていない。
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図2：「

Japanese for JETs

」で学習している時にどのように感じましたか？
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回答者の3分の2以上は来日してからJapanese for JETsまたはJapanese for CIRsが少しでも役に立ったと回答しました。（図4と図5参照）
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：来日後「

Japanese for JETs

」での学習が役に立ちましたか？
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：来日後「

Japanese for CIRs

」での学習が役に立ちましたか？


教材は役に立たないと回答した人の半分くらいが日本の現状と違うからだと回答しました。（図6と図7参照）
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：なぜ「

Japanese for JETs

」は役に立たなかったのでしょうか？
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：なぜ「

Japanese for CIRs

」は役に立たなかったのでしょうか？


4点満点で、Japanese for JETs の各章を評価し、すべてが平均3と評価されました。同様に、Japanese for CIRs の各章を評価し、「電話」と「通訳」は平均4と評価され、他の章はすべて平均3と評価されました。
Japanese for JETs に追加してほしい項目があるかどうかについては、ほとんどの回答者は仮名と簡単な漢字をもっと早く導入する必要があると回答しました。その他に、よく使う単語のリストがほしいと回答しました。例えば：大丈夫、初めて、ちょっと待って、何、どこ、いつ、など。それに、Japanese for JETs は主に色々な場面の会話を紹介しますが、日本語の基礎があまり記載されていなく、初心者を挫折をさせることがあります。以下のコメントが投稿されました：
この本は日本語の入門コースに良くない。簡単な気持やニーズを伝えるのに必要な基礎が抜けている。簡単な数字、色、文字、基本の動詞、単語などから入ってから、色々な場面で使える文法を教えた方がいいと思う。この本は場面の会話だけで、色々な場面で使える一般的な表現も入っていない。それより、常用会話集をJET参加者に渡した方がいいと思う。
Japanese for CIRsについて、電話の使い方と手紙の書き方の情報とくに季節の挨拶を増加してほしいという回答が多かったです。
Japanese for JETsは既に日本語を勉強したことのある人にとって簡単すぎるとの回答が多かったです。しかし、まったくの初心者にとっては説明不足という回答もありました。以下のコメントが投稿されました：
半分が初心者用、半分が経験者用のように分けることが可能なら、使いたくなる。
ほとんどは役に立つ本だけど、ペースが速くて、文法の説明や例文が少ない。
このコメントから、Japanese for JETsを色々なレベルの対象にした方がJET参加者が使い続けるようになると考えられます。
Japanese for JETsの向上提案
日本語の基礎の項目の追加
Japanese for JETs のペースが速く、初心者にとっては難しすぎるというコメントに応えて、AJETははじめに日本語の基礎の項目を追加することを持ちかけます。この項目に日常生活で必要な単語と簡単な表現と形容詞を紹介し、場面の会話が導入される前に日本語の基礎の理解ができるようにします。
ローマ字と共に仮名の導入
最初から仮名を使うことを持ちかけます。日本語はめったにローマ字で書かれませんので、仮名が読めるようにならないといけません。まだ仮名が読めない人のために、最初の章では、仮名とローマ字を一緒に使うのもいい方法です。
多くの外来語は英語から由来します。英語圏のJET参加者がこの言葉を覚えて、カタカナが読めるようになれば、簡単に単語を増やすことができます。日本語を勉強し始める時に、最初にカタカナの読み書きを習うのは、普通ではありませんが、そうした方がレストランのメニューや食品のパッケージが分かるようになります。
現在は、第11章に初めてカタカナが導入されています。なので外来語の単語リストとCDの録音をJapanese for JETs の始めの方に紹介すれば、日常生活に役立つでしょう。そして、カタカナの読み書きがより早くできるようなるのにも役立ちます。単語リストと例は付録にあります。
職場で使える単語と漢字
アンケートの結果によると、日本語が分からないALTは職場で困っています。日本語の勉強をしたことのないALTのために、学校の単語を紹介する項目があると助かります。看板や書類は漢字で書かれるため、単語リストも漢字で書き、読み仮名を付ける必要があります。そうしますと、読み方を覚えることができ、周りの看板等の表記を本で調べることができます。いくつかのJET同窓会が漢字のサバイバル・ガイドをJET参加者に配り、たくさんの新規JET参加者はAJETの福島県支部が出版している「Kanji Survival Guide」を来日直後オリエンテーションで購入します。Japanese for JETs に学校で使われる単語リストや看板の写真を記載すれば、日本に着いてからも、周りはローマ字ではなく、漢字と仮名である日本の現状に対する心の準備ができます。
経験者のための項目
逆に、経験者にとってはJapanese for JETs は簡単すぎて、役に立ちません。すべてのレベル対象の教材を作るのは困難ですが、経験者ともっとチャレンジしたい人のために、上級のアクティビティーなどを各章に導入することが持ちかけます。経験者のモチベーションを保つための、経験者向けの内容の導入も持ちかけます。
Japanese for CIRsの向上提案
職場で使える単語の増加
日本に住んだ経験があり、日本語の上級者であるCIRにとっても、役場での仕事に慣れにくいことがあります。CIRの仕事の独特な表現や場面に役に立つ単語や情報があると役立ちます。
手紙の書き方の項目の拡大
現在は手紙の書き方について短い項目がありますが、企画書、報告書・復命書、依頼書などを含むように拡大し、内部と外部へのEメールのポイントと例文もあると役立ちます。
季節の挨拶

多くのCIRは季節の挨拶を使い慣れていません。使用方法と例文があれば、参考になります。
Japanese for JETsまたはJapanese for CIRsの使用率の向上
Japanese for JETsまたはJapanese for CIRsの使用が在外公館の面接員に薦められたと回答した人は少なかったです。来日する前に在外公館の職員がJET参加者にJapanese for JETsまたはJapanese for CIRs の活用を薦めれば、利用率が上がる可能性があるとAJETは考えています。
現在、AJETは新規JET参加者宛の手紙を書き、JET同窓会とインターネットを通して、配布しています。2009年から、出発前の日本語の勉強、資料の薦め、Japanese for JETsまたはJapanese for CIRsの使用も載せるようにします。この情報をホームページにも追加します。AJETホームページにリンクがあれば、日本語の勉強の資料を探す参加者がすぐ見つかります。 

AJETは新規JET参加者に着任してからでも、CLAIRの日本語講座の資料が届くまでに、Japanese for JETsまたはJapanese for CIRsを使い続けることもメールマガジンなどを通して、推進したいです。
2007年にCLAIRの日本語講座に参加しているJET参加者はお互いにサポートをするためにソーシャルネットワーキングサイトFacebook (www.facebook.com)でグループを作りました。このようなグループがあれば、新規JET参加者の勉強に役立ち、分からないことがあれば、あきらめずに、人に聞くことができます。他の人が勉強しているのを見れば、モチベーションが高まって、無料で提供される資料の使用が上がることにつながると考えられます。この様なグループはFacebookで作成し、AJETに管理されるもしくは、JET Forumで作成し、CLAIRに管理されます。

外務省への質問
1. 現在、または過去に新規JET参加者に日本語の学習を推進している例がありますか。もしあれば、どの様に推進していますか。
2. 在外公館の職員が新規JET参加者にJapanese for JETsまたはJapanese for CIRsの利用を薦めるように、どう推進しますか。
3. 在外公館の職員が、新規JET参加者に対し、来日する前の日本語の学習をどのように薦めることができますか。
CLAIRへの質問
4. 新規JET参加者に日本語の学習とCLAIRが提供する資料の使用を薦めるためにAJETはどんなことを手伝うことができますか。
5. 新規JET参加者が日本語の学習のこと、特にJapanese for JETsまたはJapanese for CIRsについて話し合うために、JET Forumに新しいフォーラムを作ることができますか。 

6. 契約団体からJET参加者に日本語教材を使うことを薦めるようにCLAIRから奨励することができますか。
7. 現在、JET参加者用ハンドブック（GIH）の表紙に「来日するときに必ずこの冊子を持参してください」と書いてあります。日本語教材を使う必要があることを強調するために、同じ表現をJapanese for JETsとJapanese for CIRsに印刷することが可能ですか。
8. Japanese for JETsの改訂版の進捗状況を教えてもらえますか。
付録
	日本語
	ローマ字
	英語
	日本語
	ローマ字
	英語

	チーズ
	cheezu
	cheese
	ホットドッグ
	hottodoggu
	hot dog

	クリーム
	kuriimu
	cream
	サンドイッチ
	sandoitchi
	sandwhich

	ヨーグルト
	yooguruto
	yoghurt
	ゼリー
	zerii
	jelly 

	アイスクリーム
	aisukuriimu
	ice cream
	ジャム
	jamu
	jam

	スープ
	suupu
	soup
	ピーナツバター
	piinatsubataa
	peanut butter

	トースト
	toosuto
	toast
	マーガリン
	maagarin
	margarine

	ベーコン
	beekon
	bacon
	バター
	bataa
	butter

	ハム
	hamu
	ham
	ハイキング
	haikingu
	hiking

	ステーキ
	suteeki
	steak
	ボーリング
	booringu
	bowling

	ハンバーグ
	hanbaagu
	hamburger
	スキー
	sukii
	ski

	パスタ
	pasuta
	pasta
	バスケットボール
	basuketto booru
	basketball

	ピザ
	piza
	pizza
	バレーボール
	bareebooru
	volleyball

	サラダ
	sarada
	salad
	サッカー
	sakkaa
	soccer

	ジュース
	juusu
	juice
	テニス
	tenisu
	tennis

	コーヒー
	koohii
	coffee
	Tシャツ
	tiishatsu
	t-shirt

	ワイン
	wain
	wine
	セーター
	seetaa
	sweater

	ビール
	biiru
	beer
	スニーカー
	suniikaa
	sneaker

	ケチャップ
	kechappu
	ketchup
	サンダル
	sandaru
	sandal

	ソース
	soosu
	sauce
	ブーツ
	buutsu
	boots

	チョコレート
	chokoreeto
	chocolate
	スカート
	sukaato
	skirt

	ケーキ
	keeki
	cake
	ネクタイ
	nekutai
	neck tie

	ドーナツ
	doonatsu
	donut
	スーツ
	suutsu
	suit

	クッキー
	kukkii
	cookie
	コート
	kooto
	coat

	シリアル
	shiriaru
	cereal
	ベッド
	beddo
	bed

	マンゴ
	mango
	mango
	カーテン
	kaaten
	curtain

	オレンジ
	orenji
	orange
	ソファー
	sofaa
	sofa

	レモン
	remon
	lemon
	ドライヤ
	doraiya
	(hair) dryer

	グレープフルーツ
	gureepufuruutsu
	grapefruit
	エアコン
	eakon
	air con

	パイナップル
	painappuru
	pineapple
	テレビ
	terebi
	TV

	メロン
	meron
	melon
	トースター
	toosutaa
	toaster

	ブルーベリー
	buruuberii
	blueberry
	シャワー
	shawaa
	shower

	バナナ
	banana
	banana
	タオル
	taoru
	towel

	レイズン
	reizun
	raisin
	キッチン
	kitchin
	kitchen

	トマト
	tomato
	tomato
	ナイフ
	naifu
	knife

	セロリ
	serori
	celery
	フォーク
	fooku
	fork

	キャベツ
	kyabetsu
	cabbage
	スプーン
	supuun
	spoon

	ブロッコリー
	burokkori
	broccoli
	スポンジ
	suponji
	sponge

	コーン
	koon
	corn
	ペン
	pen
	pen

	アスパラガス
	asuparagasu
	asparagus
	ノート
	nooto
	note book

	レタス
	retasu
	lettuce
	ティッシュ
	tisshu
	tissue
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